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   もみじまつり ～読書週間～ 

大久保先生、石田先生を中心に今年も図書委員の

皆さんと一緒にもみじ祭りの準備をしてくれました。全員で

集まることができないので、学年別に日替わりでイベントを

行っています。本に親しんでほしいという思いが込められて

います。準備をして待っている人がいることを子ども達が感

じ、イベントに参加してくれていたらと願っています。 

 

  

  

 2 年生のあそびの広場大成功 

 2 年生は生活科において、身の回りにある材料

からおもちゃづくりをすることから始める等、手作りの

おもちゃにこだわりました。既製品やゲームで遊ぶ経

験がほとんどの子ども達にとって、ペットボトルや紙

皿、カップラーメンの入れ物が十分に楽しめるおも

ちゃになるという経験は、創造性や巧緻性を養うう

えで効果の高い学習になると考えてのことです。 

 また、1 年生を招待するという最終ゴールがある

ため、どうしたら楽しんでもらえるのかと工夫していくこ

とになります。先日の研究授業でも紹介しましたが、

相手意識があることで、子ども達の思考が能動的

になるのです。 

 今日はその結果が存分に表れたフェスタとなりま

した。自ら遊びを紹介したり、集客をしたりと自分達

の作ったもので喜んでもらいたいという気持ちが全

面に出ていました。 

 誘われた 1 年生も、おもしろそうなものばかりで存

分に楽しんでいました。お礼の言葉には、自分達も

来年は同じようにやりたいという、次につながる言葉

があり、２年生の顔にも喜んでもらってよかったという

表情が浮かんでいました。 

 今回は子ども主体ということを大切に授業を組ま

れており、司会進行も子ども達が堂々と進めていま

した。このような体験は、学校で意図的に仕組んで

いかないとなかなかできないものです。生活科のめあ

てである「自分達の遊びや生活をよりよくしようとす

る」という目標が今回の活動で達成できたことを感

じる時間でした。 

 

 

体育大会のダイジェスト版（１４分間）１１月２日～２９日   

火、水、木、金   ①１２：３０～ ②２１：３０～ 

ぶんぶんにて放映されます！ぜひ、ご覧ください。 

 

  明るい選挙ポスター入賞おめでとう！ 

 たくさんの 6 年生が入賞しました！！  

県特選  ６年  増田修造  

県入選  ６年  大坪あいる  永田小夏  

市入選  6 年  田中ゆうな  松永みらい 

       牟田奈々美  石井亜美  

       糸山みのり  陣内あきな 

 

       朝食調査より 

 先日朝食しらべの結果を配布していますが、主食がご飯

からパンに取って代わられつつあることに気づかれたと思いま

す。次第に和食から洋食文化へと進行しているのでしょう

が、できるならおにぎり一個でもよいので、ご飯をと思います。 

 理由の一つが、授業の組み方です。お子様の時間割を

見られたらわかりますように、国語算数という基本教科は、

集中力が高い午前中に可能な限り組みます。あるデータに

よると起床時刻から 4 時間後ぐらいが集中力のピークとも

言われます。子ども達が良い状態  

で授業が受けられる一つの方法が 

朝食ととらえていただけたら幸いです。  

  



 

 先月、増田さんからぽんのすけとぽんた（どちらも赤ちゃんスッポン）をいただいて以来、微笑ましい出来事が起こるよう

になりました。ちょっと紹介しますね。 

 

子だぬき無事に山へ帰る 

月曜の朝いつものように立番をしていると、「登校途中の道路のそばにたぬきがいるんです」と 5 年生の陣内さんが心

配そうに報告にきてくれました。その時は畑に餌を求めてやってきたのかなと思ったくらいでした。ところが翌日の火曜朝に

なると、また陣内さんが、「箱に入っていて動けないんです・・・  昨日はキューンと鳴いていました。」と、昨日より一層心

配そうに報告をしてくれました。箱に入っているというのはただごとではないと思い、挨拶運動が終わった後、早速、陣内

さんが描いてくれた手書きの地図を基に、現地に車で行ってみました。  

 すると、そこにはみかん箱に閉じ込められ、中で青息吐息（のように見えました）の子だぬきが丸くうずくまっているではあ

りませんか。箱の上にはブロックが置かれ動けない子だぬき。確かに害獣かもしれませんが、このまま見過ごすことはできな

いと、学校に戻るとすぐに市役所に電話を入れてみました。事情を話し何とかならないかと相談してみましたが、生きている

たぬきは駆除対象外とのこと・・・このままにしておくしかないのかと、がっかりして電話を切ったのでした。  

 様子がどうだったのか気になって、給食前に校長室に様子を聞きに来た陣内さんに、明日の朝飲み物を持っていっ

てあげるからと、苦しい胸の内を悟られないように答え、その後校外へ出張に出たのでした。  

 出張の間に、市役所の方から学校に連絡が入りました。やはり通学路ということもあり、子ども達の心情を考えて子だ

ぬきを保護しましたという、それは重い気持ちがすっと軽くなる報告でした。虫の

息ではと心配していましたが、ぴんぴんしていてとても元気だったそうで、野生に

帰す予定ですとのことでした。 

 子だぬきを心から心配する優しさがこのような結果になったと思います。そして、

通学路だからと配慮をしてくださった市役所の方のご厚意あってのことと思いま

す。このことを知らせると陣内さんは、これで安心という表情をしていました。  

市役所の方に、この場を借りて御礼申し上げます。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長い旅をした名前札  

 先日の修学旅行で 5 年生は唐津方

面に行きましたが、途中で道の駅厳木に

てトイレ休憩をしたそうです。 

 その時名前札を落としたようで、どなた

かが西郷の「西」という文字を見られて

「唐津市立西唐津小学校」にわざわざ

届けてくださったそうです。 

 それを受け取った西唐津小学校の先

生が、すぐに本校と気づかれお電話をし

てくださいました。わざわざ送ってもらうの

も・・とお伝えしたのですが、せっかく拾って

くださった方もいらっしゃるということで、郵

送でこちらに返却してくださいました。厳木

から唐津を経て神埼へと長旅となりまし

た。 

 一枚の名前札のためにここまでしてくだ

さることに頭が下がると共に、やはり世の中

には善意が溢れているのだと思いました。 

 こちらもほっとする良い話でしたので紹

介させていただきました。 

  

  ミニ先生活躍！ 

 6 年漢字までマスターしている 5 年  

生の小渕さんが、時々先生役として 

お手伝いに来てくれています。 

漢字が大好きということで、何かできる 

ことはありませんかと尋ねに来てくれたの 

で、ボランティアで先生をお願いすることになりました。おむすびチ

ームに交じって丸付けもしてくれています。 

★１１月９日に漢字検定の取組を、県まなび課の方が地域連

携の取組として参観に来られることになりました！ 

 

  クラブ活動がスタート 

 授業時数確保のためなかなかできなかったクラブ活動。先日

やっと第一回目を開催することとなりました。子ども達は、自分の

希望するクラブに入っているため、はりきって活動していました。自

由に活動できる貴重な時間となったようです。  

    

 

  


